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　総合センターと保健センターを会場に「第18回芸術祭」が11目3日の文化の日から

6日まで開催されました。書道￥写真、絵画、生花．陶芸￥短歌、手工芸等の力作が

展示され、釆場者もすぱらしい作品にうなずいていました。

　また￥3日には中里老人クラブ連合会の菊・盆栽展や裏干家によるチャリティー茶

会が行われたり．焼き物に挑戦している子供の姿も見られました。
、
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　ユーモールにおいて。「第15回芸能祭」が開催され￥39の唄や踊りそして太鼓、パーモニ

カ、’オカリナなど￥日頃の練習の成果が発表されました。

　かなでる音にしなやかな姿、匂いたつ美しさ、味わいのある表情に約400人の観客が魅了

され￥あたたかい拍手をおくっていました。
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　　　　　　　　　ヘルスパイオニアタウン事業

　　　　　　　　●健康で活力に富む村づくり
　　　　　　　　●心豊かな、ふれあいの村づくり
　　　　　　　　●地域福祉はみんなの力で
　　　　　　　　●大事にしよう、小さな愛の思いやり

　10月16日（日）、ユーモールにおいて「中里村健康福祉フェア’94」が開催されました。第一部の式典では、山本村

長が「健康と福祉は生活の中で欠かすことのできないものであります。今日一日、皆さんと共に健康と福祉につ

いて考えてみたいと思います。」とあいさつを述べられたあと、表彰式に入りました。表彰は、むし歯のない子、

健康家庭、献血功労者、ウェルカムベービー奨励金贈呈、社会福祉功労者、環境功労者の表彰が行われ、今年四

月から制度が設けられたウェルカムベービー奨励金贈呈では、当日までに第3子が生まれたお母さん6人に山本

村長より奨励金が手渡されました。

　また、環境功労者として上山の江口竹治さんと芋川集落が環境美化に尽力された功績で住みよい郷土建設協会

中里分会より表彰されました。

　第二部は、歌手であり、保護司でもある千葉紘子先生が「母の手、愛の手、やさしい手」と題して講演を行な

いました。この他にも内科・歯科健康相談や販売コーナー、試食コーナー、健康づくりクイズコーナー、福祉機

器展示コーナーなどが設けられ、おとずれた人は、一日中、健康と福祉にふれていました。
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落
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典
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健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
老
人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
も

　
健
康
福
祉
フ
ェ
ア
の
共
催
行
事
と

し
て
、
同
日
「
村
民
健
康
ウ
ォ
ー
ク
」

と
「
老
人
ス
ポ
ー
ッ
大
会
」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

村
民
健
康
ウ
ォ
ー
ク
に
は
、
六
十

人
の
方
々
が
参
加
し
、
宮
中
の
黄
桜

の
丘
を
起
点
に
林
道
小
沢
東
山
線

～
林
道
打
野
線
を
と
お
り
、
黄
桜
の

丘
に
帰
っ
て
来
る
コ
ー
ス
約
十
二
㎞

を
歩
き
ま
し
た
。
出
発
前
に
は
雨
が

ぽ
つ
ぽ
つ
あ
た
る
不
安
定
な
天
候
で

し
た
が
参
加
者
の
思
い
が
通
じ
た
の

か
雨
は
何
と
か
降
ら
な
い
で
す
み
ま

し
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
ウ
ォ
ー
ク

に
は
、
郵
便
局
の
簡
易
保
険
支
援
事

業
（
か
ん
ぽ
健
康
増
進
支
援
事
業
）

の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
も
い
た
だ
い
て
、

参
加
者
全
員
に
万
歩
計
が
手
渡
さ

れ
、
思
い
思
い
の
ぺ
ー
ス
で
歩
き
ま

し
た
。
「
ま
だ
紅
葉
に
は
早
か
っ
た
け

ど
、
気
持
ち
の
い
い
一
日
を
楽
し
み

ま
し
た
。
」
と
い
う
参
加
者
の
声
が
聞

か
れ
ま
し
た
。
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ま
た
村
民
体
育
館
で
行
わ
れ
た
老

人
ス
ポ
ー
ツ
大
会
は
、
約
三
〇
〇
人

の
参
加
者
が
、
缶
こ
ろ
が
し
ゲ
ー
ム

や
ビ
ン
つ
り
ゲ
ー
ム
な
ど
八
種
目
の

競
技
を
行
い
ま
し
た
。

　
日
頃
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
等
で
体
を

動
か
し
て
い
る
せ
い
か
、
「
若
い
も
ん

に
は
、
ま
だ
負
け
ら
れ
ん
」
と
ば
か

り
に
ハ
ッ
ス
ル
プ
レ
ー
を
し
て
い
ま

し
た
。

だと思ったそうです。大人は、明日解決したいと思いますが￥

子供となかなかかみ合わないところがあります。「非行は社会の

検温計」と言われています。心の情緒が育つのは家庭からです。

問題のある家庭は、親と子が本当の意味の心の交流、愛情交流、

コミュニケーションが閉ざされたときです。子供は親に愛され

たいもの、ほめられたいものです。最後に施設の中の15歳の女

の子の作文を紹介して終りにしたいと思います。タイトルは、

釆年また行くからね」です。

　お田さんお元気ですか。今どこにいますか。だれと一緒です

か一人ですか。お田さんはあの時どういう気持で自殺を図った

のですか。もう少し侍ってくれたらよかったのに。せめておね

えさんが中学校をあがるまで、そしたらおねえさんが相談相手

になってくれたのに……

　お田さんまさか私が少年院にいるとは思わなかったでしょう。

ごめんなさい。

　私のお田さんに会いたい。お田さんの生きている姿が見たい。

笑っている姿が見たい。台所に立っている姿が見たい。お田さ

ん3年前に白いカーネーションを買って友達とお墓参りに行っ

たこと知ってる。天気のいい日でお墓の草むしりをしました。

あのとき私はまだ12歳だった。

　　　　　　　　　　一お田さん来年また行くからね一

「母の手、愛の手、やさしい手」

　　　　　　　　　　　健康といって気になることは、食べ物、

　　　　　　　　　　体を動かすこと￥そして健康食品等が考

　　　　　　　　　　ら人間はずっと呼吸をしています。健康
　　千葉紘子　　には呼吸もカギを握っているのではない

でしょうか。私は呼吸法をやっていますがここで皆さんも一緒

にやってみましょう。まず足の先から吸いはじめ、ふくらはぎ、

ももを通って丹田（おへその下）、背骨をそって上がり．肩脚骨、

首の骨、頭のてっぺんの百会（ひゃくえ）というツボにいたっ

たら丹田まで落してはき出します。丹田というのが大事で丹田

は、気があつまる所といわれています。私たちは豊かな呼吸を

するのを忘れているのかも知れません。一日何回かやってみて

ください。それから、いい人生にするには．からだの健康そし

てもつ一つこころの健康があるのではないでしょうか。ささえ

ている人がいなくなったとき、いろいろな行動を起こします。

仕事柄、非行の子供たちと面接をしています。面接のとき「さ

ちこ」ちゃんという子は、お父さんは成績のことばかり、お父

さんの好きだったのは私ではなく、学校の成績が好きだったん
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今
年
は
、
春
か
ら
の
少
雨
、
夏
は
連
日
の
猛
暑
と
水
不
足
に
み
ま
わ
れ
、

農
家
の
皆
さ
ん
は
農
作
物
へ
の
水
管
理
に
大
変
苦
労
さ
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

　
そ
れ
で
も
冷
害
だ
つ
た
昨
年
に
比
べ
、
全
体
的
に
は
米
の
収
穫
量
は
ま

ず
ま
ず
。
お
い
し
い
魚
沼
コ
シ
ヒ
カ
リ
が
食
べ
ら
れ
そ
う
で
す
。

　
中
魚
沼
で
は
、
昭
和
六
十
三
年
度
か
ら
中
魚
沼
米
消
費
拡
大
推
進
連
絡

会
（
市
町
村
及
び
J
A
・
中
魚
沼
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）
を
組
織
し
、

米
消
費
拡
大
と
日
本
型
食
生
活
の
推
進
に
向
け
た
取
組
み
を
行
っ
て
き
ま

し
た
。
そ
の
一
貫
と
し
て
、
今
年
も
広
報
に
特
集
を
組
ん
で
み
ま
し
た
。

　
昨
年
の
米
緊
急
輸
入
と
ガ
ッ
ト
・
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
交
渉
に
よ
り

外
国
米
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
中
、
安
全
で
身
近
な
お

米
に
目
を
向
け
、
改
め
て
お
米
の
お
い
し
さ
を
噛
み
締
め
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

伝
え
て
ほ
し
い
1
素
朴
な
昧
と
技
術

　
今
回
推
進
連
絡
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
十
日
町
市
尾
崎
の
小
川
キ
イ
さ
ん
、
小

黒
沢
の
宮
沢
リ
ツ
さ
ん
に
教
わ
り
な
が
ら
、
笹
だ
ん
ご
作
り
を
し
て
き
ま
し
た
。

自
然
の
味
、
郷
土
の
味
を
大
切
に
し
、
手
作
り
加
工
に
励
ん
で
き
た
お
二
人
。

慣
れ
た
手
つ
き
で
、
日
頃
か
ら
よ
く
作
っ
て
い
る
様
子
が
伺
え
ま
す
。
私
達
が

よ
う
や
く
す
げ
の
結
び
方
を
覚
え
る
と
、
い
つ
の
間
に
か
、
四
十
五
個
余
り
が

出
来
て
い
ま
し
た
。
ふ
か
し
た
て
で
ア
ツ
ア
ツ
の
笹
だ
ん
ご
は
、
つ
や
が
あ
っ

て
、
素
朴
な
甘
さ
で
、
美
味
し
い
も
の
で
す
よ
。
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

【
材
　
料
】

も
ち
米
粉
　
　
四
合

う
る
ち
米
粉
　
六
合

よ
も
ぎ
（
冷
凍
）
七
〇
〇
9

小
豆
あ
ん
　
小
豆
　
一
升

　
　
　
　
　
　
砂
糖
　
二
㎏

す
げ
　
　
笹
の
葉

（
笹
だ
ん
ご
の
素

　
　
＊
だ
ん
ご
の
固
さ
に
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
好
み
で
入
れ
る
。
）

（
サ
ク
ラ
ン

　
　
＊
小
豆
あ
ん
の
や
わ
ら
か
す
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
る
時
に
入
れ
る
。
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欧
米
人
も
注
目
！
日
本
型
食
生
活

　
欧
米
に
お
い
て
食
べ
方
の
偏
り
か
ら
、
動
脈

硬
化
、
心
臓
病
や
脳
卒
中
、
高
血
圧
な
ど
の
成

人
病
や
、
肥
満
が
多
い
こ
と
億
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
食
事
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
関
心

が
集
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
炭
水
化
物
、
脂
肪
、

タ
ン
パ
ク
質
の
バ
ラ
ン
、
ス
を
考
え
る
と
、
食
生

活
で
は
日
本
型
が
好
ま
し
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

たんぱく質

旨肪

脂肪
」

欧米型食生活

い
必
須
ア
ミ
ノ
酸
を
含
ん
で
い
る
の
で
貴
重
な

の
で
す
。

　
こ
れ
ら
の
知
識
を
得
た
健
康
食
愛
好
家
や
、

菜
食
主
義
者
、
働
き
ざ
か
り
の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

で
、
欧
米
の
和
食
レ
ス
ト
ラ
ン
や
寿
司
バ
ー
は
、

昼
夜
を
問
わ
ず
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
海
外
で
こ
の
よ
う
に
高
い
評
価
を
受
け
な
が

ら
、
当
の
日
本
で
は
、
食
生
活
が
多
様
化
し
、

欧
米
型
食
事
や
イ
ン
ス
タ
ン
不
食
品
の
利
用
が

定
着
し
た
り
、
ご
は
ん
を
食
べ
る
と
太
る
な
ど

と
い
う
誤
解
か
ら
か
、
お
米
の
消
費
量
は
減
少

し
て
い
ま
す
。
平
成
4
年
に
は
米
ど
こ
ろ
新
潟

県
の
一
人
当
た
り
の
値
は
、
全
国
の
平
均
を
下

回
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
（
グ
ラ
フ
参
照
）

日本型食生活

糖たんぱく質

轟

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
糖

　
日
本
型
食
生
活
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
「
お
米
」
を

中
心
と
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
代
表
的
な
メ
ニ

ュ
ー
「
ご
は
ん
に
お
味
噌
汁
、
焼
き
魚
に
、
煮

も
の
、
そ
し
て
漬
け
物
」
の
よ
う
に
、
ご
は
ん

を
と
り
ま
く
数
種
類
の
お
か
ず
か
ら
、
バ
ラ
ン

ス
よ
く
栄
養
を
摂
取
で
き
る
の
で
す
。
ち
ょ
っ

と
考
え
て
み
て
も
、
洋
食
の
主
食
で
あ
る
パ
ン

と
比
べ
て
、
ご
は
ん
に
合
う
お
か
ず
は
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
ね
。
そ
れ
に
粉
に
し
た
小
麦
か
ら

つ
く
ら
れ
る
白
い
パ
ン
に
は
少
な
い
食
物
繊
維

も
ご
は
ん
の
魅
力
で
す
。
ま
た
、
お
米
の
タ
ン

パ
ク
質
は
良
質
で
、
人
体
内
で
は
合
成
で
き
な

新潟県の米の一人当たり消費量

　　平成3年　　　　平成4年

馨
．
．

．
脚
鍵
欝
醸

』
『
奮
嚢
二
『
．
．

『
、
面
覇
叢

縫
燈
．
、

麗
嫌
籔
籔

簸
蒼
　
…
綴

県全国
（全国38位）

県　全国
（全国23位）

　
「
お
米
」
は
日
本
の
気
候
風
土
に
適
し
て
い

る
た
め
全
国
で
つ
く
ら
れ
、
食
文
化
の
主
役
と

し
て
こ
れ
ま
で
き
ま
し
た
。
で
す
か
ら
、
日
本

人
の
体
に
も
合
っ
て
い
る
の
で
す
。
お
米
の
良

さ
、
日
本
型
の
食
生
活
の
良
さ
を
改
め
て
考
え

て
み
て
下
さ
い
。
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【
作
り
方
】

①
よ
も
ぎ
は
茄
で
て
お
き
、

　
茄
で
汁
ま
た
は
、
熱
湯
で

　
米
粉
を
こ
ね
、
耳
た
ぶ
位

　
の
固
さ
で
一
時
問
ね
か
す
。

②
も
う
一
度
こ
ね
か
え
し
、

　
一
口
大
に
ち
ぎ
り
、
小
豆

　
あ
ん
を
入
れ
て
ま
る
め
る
。

③
笹
の
葉
三
枚
で
く
る
み
、

　
す
げ
で
し
ば
っ
て
十
分
位

　
蒸
す
。

　
米
消
費
拡
大
事
業
に
よ
る
親
子
米
料
理
教
室
が
、
本
年
度
は
、
宮
中
子

供
会
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
米
に
関
す
る
ス
ラ
イ
ド
や
ク
イ
ズ
で
日
頃
食
べ
て
い
る
「
米
」
に
つ

い
て
、
新
た
め
て
知
る
こ
と
も
多
く
、
新
鮮
な
気
持
で
お
に
ぎ
り
作
り
を

し
ま
し
た
。

　
そ
の
あ
と
、
親
子
ニ
ュ
ー
農
業
塾
で
は
清
田
山
の
山
田
さ
ん
の
ご
協
力

で
壮
大
な
小
松
原
開
発
畑
で
の
収
穫
体
験
。
子
供
達
は
、
農
業
の
楽
し
さ

に
ふ
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　
す
が
す
が
し
い
青
空
の
下
で
自
分
で
に
ぎ
っ
た
地
元
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
お

に
ぎ
り
の
味
は
、
ま
た
格
別
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

灘灘

耀裳
、
ド

．ぎ

趣
，

し
‘
l

lf
㌦
・

1’

繊
卜
串

1＝1．t．vI、滞’1『1・・，i」認’＝一；
！肯i・．螂：・’1・Pr

誤
解
し
て
い
ま
せ
ん
か
？
米
米
米

大
人
気
！
我
が
家
の
新
メ
ニ
ュ
ー

●
お
か
わ
り
！
塩
鮭
φ
ま
ぜ
ず
し

【
材
料
】
（
4
人
分
）

　
米
2
カ
ッ
プ

　
水
2
カ
ッ
プ

＊
合
わ
せ
酢

　
酢
％
カ
ッ
プ

　
塩
小
さ
じ
　
輪

　
砂
糖
大
さ
じ
輪

　
鮭
2
切
れ

　
き
ゅ
う
り
2
本

　
塩【作

り
方
】
・

①
米
を
炊
き
、

欝．

麟翻

　
　
　
　
　
　
蒸
ら
し
た
ち
お
ひ
つ
に
移
し
て

　
合
わ
せ
酢
を
回
し
か
け
、
あ
お
ぎ
な
が
ら
切

　
る
よ
う
に
混
ぜ
、
人
肌
ま
で
冷
ま
す

②
鮭
を
焼
き
、
皮
と
骨
を
と
っ
て
ほ
ぐ
す

③
き
ゅ
う
り
の
薄
切
り
は
塩
で
も
ん
で
さ
っ
と

　
水
洗
い
し
て
水
気
を
き
る

④
①
に
②
③
と
白
ご
ま
を
混
ぜ
る

●
ぱ
り
つ
と
う
イ
ス
ロ
D
ル

【
材
料
】
（
m
本
分
）

　
残
り
ご
は
ん
適
宜

　
春
巻
き
の
皮
1
0
枚

　
む
き
え
び
㎜
9

　
豚
も
も
肉
㎜
g

　
た
け
の
こ
5
0
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
し
ょ
う
ゆ
大
さ
じ
ワ

　
酒
大
さ
じ
ー

　
砂
糖
大
さ
じ
2
．

【
作
り
方
】

①
た
け
の
こ
・
し
い
た
け
・
豚
肉
は
細
切
り

②
な
べ
に
油
を
熱
し
材
料
を
妙
め
、
調
味
料
を

　
加
え
て
妙
め
る

③
残
り
ご
は
ん
に
②
を
混
ぜ
1
0
等
分
に
す
る

④
春
巻
き
の
皮
で
③
を
包
み
水
溶
き
の
小
麦
粉

　
で
留
め
て
、
油
で
揚
げ
る

平成6年11月10日広報なかさと7



・
賦

臨

陶

〃．

8

ス
ボ
ー
ツ
の
秋
、
い
い
汗
流
し
ま
し
た
〃

　
十
月
十
日
の
体
育
の
日
、
「
第
十
八

回
村
民
マ
ラ
ソ
ン
・
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大

会
」
が
参
加
選
手
一
二
〇
人
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
2
㎞
が
中
里

中
学
校
校
門
前
か
ら
芋
川
新
田
折
り

返
し
コ
ー
ス
、
3
㎞
が
桔
梗
原
折
り

返
し
コ
ー
ス
、
5
㎞
が
芋
川
折
り
返

し
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
リ
レ
ー
マ
ラ
ソ
ン
で
は
一

チ
ー
ム
三
人
で
2
㎞
コ
ー
ス
を
リ
レ

羅　　
　
　
灘
縫
　
，
灘
騰
騰

　
　
　
　
■

　
　
　
　
　
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
謹
　
　
沖

　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ

欝
鑓
　
織
糊
響
麟
灘

繋
惣
．
磁
弼

1
す
る
競
技
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
ゴ
ー
ル
に
入
っ
て
来
る
選
手
は
、

苦
し
い
表
情
で
し
た
が
完
走
し
た
喜

び
の
顔
が
す
ば
ら
し
か
っ
た
で
す
。

結
果
★
男
子
の
部

2
㎞
（
小
学
生
一
・
二
年
）

　
一
位
　
吉
　
楽
　
和
　
也

　
二
位
斎
喜
徳
和

　
三
位
竹
藤
宏
幸

3
㎞
（
小
学
生
三
・
四
年
）

　
一
位
　
大
　
口
　
直
　
也

　
二
位
桑
原
雄
樹

　
三
位
樋
口
良
幸

3
㎞
（
小
学
生
五
・
六
年
）

　
一
位
　
大
　
島
　
宏
　
之

　
二
位
岡
村
勇
輝

　
三
位
　
滝
　
沢
　
翔
　
太

3
㎞
（
一
般
）

2　　　　2　　　　2★　　　　5　　　　5
km三二一km三二一km女三二一km三二一km三二一
＿位位位（位位位（子位位位（位位位（位位位
一　　　小　　　小の　　　一　　　中
般山瀧鈴学根古島学部大大富般関鈴富学山吉大
）　　　 生　　　 生　　　　 ）　　　 生
　田沢木三津高田一　島島井　沢木井）本楽島
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　詩か彩四亜慶智二　直吉　　　岳利　勝正康
　　な　年沙　、　年　　　　　　　　　　　太
　織え香）美子代）　樹秋誠　学史行　久巳郎

3
km二＿一
＿位位位
小

学上鈴井
生　　 ノ

五原木川
●

六幸裕美
年　　津
）子子恵

　
一
位
　
滝
　
沢
　
あ
す
香

　
二
位
樋
口
ま
な
み

　
三
位
　
瀧
　
沢
　
き
よ
み

3
㎞
（
中
学
生
）

　
一
位
高
橋
の
ぞ
み

　
二
位
　
鈴
　
木
　
沙
八
香

　
三
位
　
富
　
井
　
智
　
子

★
リ
レ
ー
の
部
（
2
㎞
×
3
人
）

一
位

二
位

三
位

山斎富阿井山富井斎
　　　　ノ　　　　ノ
本藤井部川田井川藤

　由由正直　　一

建紀幸樹元豪誠彦剛

　
十
月
十
六
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
体

育
館
に
お
い
て
中
里
剣
道
大
会
が
行

な
わ
れ
ま
し
た
。

　
試
合
が
行
な
わ
れ
る
前
に
先
生
に

よ
る
模
範
演
技
が
行
な
わ
れ
、
選
手

全
員
が
熱
心
に
見
入
っ
て
い
ま
し
た
。



　
試
合
は
、
東
西
対
抗
戦
と
個
人
戦

が
行
な
わ
れ
、
体
育
館
内
は
メ
ー
ン
、

ド
ォ
i
、
コ
テ
の
声
が
響
き
わ
た
っ

て
い
ま
し
た
。
対
抗
戦
で
は
西
軍
が

勝
利
を
お
さ
め
ま
し
た
。

　
個
人
戦
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。
結
果
★
小
学
生
低
学
年
の
部

　
一
位
　
清
　
水
　
賢
　
志

　
二
位
小
　
柳
美
穂

　
三
位
　
藤
　
田
　
聖
　
子

★
小
学
生
高
学
年
男
子
の
部

　
一
位
　
服
部
大
　
輔

　
二
位
樋
口
勇
気

　
三
位
　
河
　
田
　
拓
　
斗

小
学
生
高
学
年
女
子
の
部

　
一
位
村
　
山
　
千
　
春

　
二
位
　
関
　
　
　
幸
　
恵

　　　★
三二一中三
位位位学位
　　　生
村上長の村
　　　部
山原井　山

達郷秀　美

章司幸　幸

　
中
里
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会
が

十
月
十
六
日
㈲
、
中
里
中
学
校
体
育

館
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
出
場
チ
ー
ム
は
、
男
子
が
七
チ
ー

ム
、
女
子
が
三
チ
ー
ム
で
男
子
は
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
戦
、
女
子
は
リ
4
グ
戦

で
試
合
を
行
な
い
、
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
★
男
子
の
部

　
一
位
N
B
C
（
体
協
）

　
二
位
　
ラ
ッ
キ
ー
ズ
（
高
校
生
）

　
三
位
　
マ
ー
軍
団
（
高
校
生
）

★
女
子
の
部

　
一
位
三
倍
酢
（
中
学
生
）

　
二
位
　
二
　
年
　
生
（
中
学
生
）

　
三
位
　
一
　
年
　
生
（
中
学
校
）

　
十
月
九
日
㈲
、
田
沢
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
に
お
い
て
中
里
村
ス
ポ
ー
ッ

少
年
団
野
球
連
盟
会
長
杯
野
球
大
会

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
晴
天
に
恵
ま
れ
戦
い
も

　皿
酬

㈱

熱
が
は
い
り
ま
し
た
が
保
護
者
の
応

援
に
も
熱
が
は
い
っ
て
い
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
臼
熱
し
た
戦
い
と

な
り
5
回
終
了
で
同
点
。
そ
し
て
延

長
戦
（
ノ
ー
ア
ウ
ト
、
満
塁
か
ら
エ

キ
ス
ト
ラ
イ
ニ
ン
グ
と
い
う
特
別
ル

ー
ル
）
の
戦
い
と
な
り
、
み
ご
と
倉
俣

フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　
一
位
　
倉
俣
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　
ニ
位
　
田
沢
ジ
ャ
ニ
ー
ズ

　
三
位
　
高
道
山
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス

　
四
位
　
貝
野
イ
ー
グ
ル
ス

大
き
い
さ
つ
ま
い
も
が
い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
／

　
十
月
十
二
日
㈱
、
中
里
保
育
所
で

さ
つ
ま
い
も
掘
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
保
育
所
前
の
畑
を
借
り
て
作
っ
た

も
の
で
こ
の
日
は
、
ま
ず
最
初
に
い

も
の
つ
る
を
全
員
で
畑
の
外
に
よ
せ

る
作
業
に
入
り
ま
し
た
。
つ
る
を
取

り
除
く
際
、
ち
ょ
っ
と
頭
を
だ
し
た

さ
つ
ま
い
も
に
園
児
は
大
喜
び
。
つ

る
よ
り
や
っ
ぱ
り
さ
つ
ま
い
も
で
し

た
。　
先
生
の
「
つ
る
を
か
た
ず
け
な
い

と
掘
れ
な
い
よ
ー
」
の
声
に
園
児
は

再
び
一
生
懸
命
つ
る
を
か
た
ず
け
て

い
ま
し
た
。

　
つ
る
が
畑
の
外
に
か
た
ず
け
ら
れ

い
よ
い
よ
芋
掘
り
の
準
備
完
了
。
先

生
の
合
図
と
共
に
園
児
の
手
が
一
斉

に
芋
を
掘
り
だ
し
、
「
大
き
い
芋
が
あ

っ
た
よ
」
「
い
く
つ
も
芋
が
く
っ
つ
い

て
る
よ
」
な
ど
、
園
児
の
歓
声
が
聞

p
こ
え
て
い
ま
し
た
。

　
自
分
た
ち
で
掘
っ
た
こ
の
芋
、
お

や
つ
の
時
間
に
食
べ
、
お
い
し
か
っ

た
か
な
…
…
？

平成6年11目10日広報なかさと版9
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「
ピ
ツ
チ
』
ち
ゃ
ん
、
さ
よ
う
な
ら

　
十
月
二
十
a
㈲
、
倉
俣
小
学
校
で

や
ぎ
の
「
ピ
ッ
チ
」
ち
ゃ
ん
の
お
別

れ
会
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
ピ
ッ
チ
ち
ゃ
ん
は
、
今
年
の
五
月

十
八
日
、
倉
俣
小
学
校
の
児
童
と
倉

俣
保
育
所
の
園
児
に
迎
え
ら
れ
入
学

し
て
か
ら
五
カ
月
問
、
み
ん
な
と
一

緒
に
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま
し

た
。　
お
別
れ
会
で
は
、
児
童
三
人
が
思

い
で
の
作
文
を
披
露
し
、
ま
た
、
児

童
全
員
で
歌
と
踊
り
を
し
て
別
れ
を

惜
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　
お
別
れ
会
の
最
中
に
式
次
第
が
書

か
れ
た
大
洋
紙
を
ピ
ッ
チ
ち
ゃ
ん
が

食
べ
よ
う
と
す
る
ハ
プ
ニ
ン
グ
も
あ

っ
た
り
し
ま
し
た
。

　
最
後
に
校
長
先
生
の
「
ピ
ッ
チ
ち

ゃ
ん
が
ど
れ
だ
け
大
き
く
な
っ
た
か

体
重
を
計
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
み
ん

な
は
何
キ
ロ
位
あ
る
か
当
て
て
み
て

く
だ
さ
い
。
」
と
校
長
先
生
の
お
は
な

し
で
、
児
童
た
ち
ば
、
体
重
の
予
想

を
行
な
い
ま
し
た
。

　
実
際
に
計
測
を
行
な
っ
た
ら
三
十

二
㎏
あ
ケ
ま
し
た
。
残
念
な
が
ら
入

学
式
の
と
き
の
体
重
は
計
測
し
て
い

な
か
っ
た
の
で
ど
れ
く
ら
い
増
え
た

の
か
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
か
な
り
大

き
く
な
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

凹

魍

、
　
　
吉

野
小
　
　
倉

、
　
　
　
吉
　
　
．
　
　
　
　
　
倉

　
十
月
二
十
三
日
㈲
、
貝
野
小
学
校

に
お
い
て
創
立
百
二
十
周
年
記
念
式

典
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
実
行
委
員
長
の
柳
英
作
さ

ん
が
「
先
生
と
地
域
社
会
が
一
体
と

な
っ
て
初
め
て
教
育
の
成
果
が
現
わ

れ
る
も
の
。
貝
野
小
学
校
は
皆
さ
ん

が
力
を
合
わ
せ
て
き
た
結
果
、
こ
こ

に
百
二
十
周
年
を
迎
え
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
力
を
合
わ

せ
て
地
域
と
学
校
の
発
展
に
努
め
て

い
き
た
い
」
と
式
辞
を
述
べ
ら
れ
、

そ
の
後
、
来
賓
の
方
々
よ
り
祝
辞
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
児
童
喜
び
の
こ
と
ば
で
は
、
児
童

全
員
が
掛
け
合
い
に
よ
り
、
創
立
か

ら
現
在
ま
で
の
経
過
を
言
葉
の
中
に

取
り
入
れ
、
「
私
た
ち
は
、
や
さ
し
く
、

か
し
こ
く
、
元
気
よ
く
、
明
日
に
向

か
っ
て
進
み
ま
す
。
」
と
い
い
、
最
後

に
百
二
十
周
年
の
母
校
を
た
た
え
校

歌
を
斉
唱
し
、
式
典
を
終
了
し
ま
し

た
。
　
ま
た
、
十
月
二
十
九
日
d
D
に
は
、

中
里
中
学
校
創
立
十
周
年
式
典
が
行

わ
れ
、
実
行
委
員
長
の
高
橋
信
雄
さ

ん
が
「
里
中
も
創
立
以
来
八
一
七
名

の
卒
業
生
を
送
り
出
し
て
い
ま
す
。

学
業
は
も
ち
ろ
ん
、
ス
ポ
ー
ツ
や
吹

奏
楽
な
ど
で
そ
の
名
を
県
下
に
と
ど

ろ
か
せ
、
そ
の
実
を
上
げ
て
き
ま
し

た
。
校
門
に
立
つ
と
九
年
間
の
軌
跡

を
た
た
え
、
十
年
目
の
奇
跡
を
起
こ

せ
と
生
徒
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
目
に
と

ま
り
ま
す
。
里
中
が
大
き
く
育
っ
て

来
て
い
る
こ
と
を
感
じ
、
ま
こ
と
に

頼
も
し
く
思
い
ま
す
。
」
と
あ
い
さ
つ

を
述
べ
ら
れ
、
次
に
来
賓
の
方
々
よ

り
祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
生
徒
を
代
表
し
て
吉
楽
洋

平
く
ん
が
「
九
年
間
の
軌
跡
を
た
た

え
、
十
年
目
の
奇
跡
を
起
こ
せ
を
ス

ロ
ー
ガ
ン
に
今
年
度
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
。
九
年
間
の
伝
統
と
し
て
、
新

座
市
・
仲
里
村
と
の
交
流
、
交
通
事

故
ゼ
ロ
三
〇
〇
〇
日
達
成
、
吹
奏
楽

部
の
関
東
大
会
出
場
な
ど
数
多
く
の

軌
跡
が
残
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。
そ

し
て
今
年
度
は
体
育
祭
に
お
い
て
聖

火
、
文
化
祭
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
記
録
や
あ
ゆ
み
を
出
す
な
ど
一

人
一
人
が
主
役
で
あ
る
と
思
っ
て
が

ん
ば
っ
て
い
ま
す
。
」
と
述
べ
て
い
ま

し
た
。
そ
し
て
、
式
典
の
最
後
に
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
文
化
祭
の
時

に
行
っ
た
校
内
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
で

最
優
秀
賞
に
輝
い
た
三
年
一
組
、
三

年
二
組
の
生
徒
が
合
唱
を
行
い
、
ま

た
、
吹
奏
楽
部
の
演
奏
も
行
わ
れ
十

周
年
記
念
式
典
を
終
了
し
ま
し
た
。



多くのランナーが挑戦した23kmのスタート。

号砲とともにランナーが飛ぴ出した。

瀬謡

濠

齢離i臨

　鮎、

携

撫難騒

　スポーンによる地域の活性化、そして、島民や参加者の親

睦と融和を図ることを目的に、久米島の最大イベント「第6

回ふれあいの里久米島一周マラソン大会」が、10目30日に盛

大に行われました。

　“FUN　RUN”（楽しく走ろう）をスローがンに、日頃健

康ランニングで体力づくりに励んでいるビギナーからベテラ

ンまで．多くのランナーが挑戦しました。

今大会には久米島一周（23㎞）10㎞￥5kmの3コースに

1，312人のランナーが￥美しい景観を舞台に日頃鍛えた健脚を

競いました。

今回、大会新記録1時間40分58秒で、23km女子を制した瀬

戸ロ選手は「記録よりも、沿道の温かい声援がうれしかった。

気持ちよく走れました。」と初優勝の喜びを語ってくれました。

　
　
貝
野
小
学
校
百
二
十
年
の
あ
ゆ
み

明
治
7
年
3
月
　
貝
野
校
創
立
（
慈
眼
寺
）

明
治
2
5
年
3
月
　
貝
野
尋
常
小
学
校
と
称
す

明
治
2
5
年
7
月
　
新
校
舎
が
今
の
場
所
に
完
成

明
治
39
年
5
月
　
貝
野
尋
常
高
等
小
学
校
と
称
す

明
治
創
年
ロ
月
　
阿
寺
冬
期
派
出
分
教
場
開
設

昭
和
随
年
4
月
　
貝
野
村
貝
野
国
民
学
校
と
称
す

昭
和
2
2
年
8
月
　
貝
野
村
貝
野
小
学
校
と
称
す

昭
和
2
5
年
7
月
　
校
歌
制
定

昭
和
30
年
H
月
　
校
章
制
定

昭
和
3
5
年
H
月
　
県
下
初
め
て
の
小
中
合
同
給
食
開
始

昭
和
38
年
4
月
　
中
里
村
立
貝
野
小
学
校
と
称
す

昭
和
4
6
年
3
月
　
阿
寺
分
校
廃
止

昭
和
5
4
年
4
月
　
鉄
筋
三
階
建
て
の
新
校
舎
完
成

　　　サラ1，一灘ンの妻は．

　　す織て第3号被保険考

になれる蓬聞き豪態たが本当

．驚龍。ようか。

盆　　○読織簗の子が第3号　　ハ》　　被保険者になる灘は限

第3懸被傑険警逡塗凱るサ

勢繋一窯難の妻蓬灘爽の健康

第3号栂像険荊二

到

保験講叢済組奮の被撲養灘澱鎌峯認鑑慈れで鱒る護と演条件

灘癒籔i難鵜籍滝癒灘藤。妻欝身鑓趨営業を営む穣ど、一定

以無の収鼠がある場登は．炎の扶養者縫はなれま慧んの懸第

籔簿被保険嚢懸ぽ認め鑑舞講．第董号被保険者蕊して薗分驚

保険料懇納める謹蓬灘癒璽諜す。

鑑綴繧

、嚢

11 広報なかさと 平成6年11月10日



12

猶
霧

⑬

きのことをかきました。

　おじいちやんが￥いっしようけ

んめいにいねをかっている様子が

分かるようにかきました。

饗掛奈嘉舞錨鴇1（田中）⑰

　おばあちやんの作ってくれた大

根煮とお魚の大好きな夕陽くんは、

お田さん、おばあちゃんといつも

一緒に元気よく遊んでいます。

　おもちゃのバックホーでビー玉

を積んで遊んだり、クレヨンで絵

を書いて楽しく遊んでいます。

　最近は、音のでるものに興味が

あるらしく￥パンド掃除機をおも

ちゃの代わりにしているとか…？

　きっと．お掃除のお手伝いをし

てくれているんだよね。

灘
…
“

　
　
　
ド
　
し
　
　
　
　

　
　
　
灘
麗

、
　
い
に
か
な
〃

　
十
月
三
十
一
日
㈲
、
長
年
の
間
、

夢
に
み
て
き
た
芝
倉
沢
水
路
が
完
成

し
、
竣
工
式
を
行
な
い
ま
し
た
。

　
こ
の
水
路
は
、
古
く
ぱ
弘
化
三
年

（
西
暦
一
八
四
三
年
）
に
道
水
の
企

画
を
し
、
そ
の
後
慶
応
三
年
に
更
に

明
治
七
年
よ
り
明
治
十
四
年
ま
で
の

七
年
間
足
尾
沢
よ
り
水
路
開
墾
の
踏

査
測
量
を
実
施
し
て
工
事
に
着
手
し

た
が
予
想
以
上
の
難
工
事
と
財
源
に

恵
ま
れ
ず
、
中
止
の
や
む
な
き
に
至

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
戦
後
の
昭
和
二
十
五
年

頃
に
農
業
施
設
に
も
国
県
の
補
助
と

長
期
資
金
の
融
資
の
道
が
開
か
れ
た

が
先
祖
か
ら
の
苦
い
体
験
に
ふ
ん
ぎ

り
が
つ
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し

昭
和
二
十
六
年
に
部
落
民
は
立
ち
上

が
り
、
八
月
に
い
よ
い
よ
着
工
と
な

り
総
工
事
費
九
百
万
円
で
第
一
期
工

事
を
西
戸
屋
山
よ
り
曲
り
沢
ま
で
、

第
二
期
工
事
を
曲
り
沢
よ
り
滝
の
沢

ま
で
と
し
、
昭
和
二
十
六
年
か
ら
二

十
八
年
の
三
年
間
で
滝
の
沢
よ
り
取

水
の
形
が
出
来
上
が
り
昭
和
二
十
九

年
の
春
よ
う
や
く
通
水
す
る
こ
と
が

出
来
た
が
漏
水
が
ひ
ど
く
曲
り
沢
ま

で
水
が
通
る
程
度
で
非
常
に
効
率
の

悪
い
水
路
で
し
た
。
更
に
水
路
を
延

長
し
事
業
費
四
百
万
円
を
上
乗
せ

し
、
芝
倉
沢
水
路
は
昭
和
三
十
一
年

九
月
に
竣
工
と
な
り
ま
し
た
。
し
か

し
土
側
溝
の
た
め
土
砂
や
流
木
の
流

入
等
に
苦
し
み
維
持
管
理
に
は
多
く

の
人
力
と
多
額
の
出
費
に
苦
労
を
し

ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
昭
和
五
十
五
年
に
た
め

池
等
整
備
事
業
（
土
砂
崩
壊
防
止
）

を
新
潟
県
一
号
と
し
て
認
可
さ
れ
継

続
事
業
と
し
て
十
五
年
の
歳
月
と
第

一
次
か
ら
第
十
八
次
に
及
ぶ
三
億
七

千
万
円
を
投
じ
、
水
路
の
完
全
舗
装

が
出
来
あ
が
っ
た
。
弘
化
三
年
の
約

百
五
十
年
前
よ
り
先
祖
が
夢
に
見
た

水
路
が
こ
こ
に
完
成
し
ま
し
た
。
今

年
の
よ
う
な
異
常
気
象
に
も
か
か
わ

ら
ず
日
本
一
う
ま
い
コ
シ
ヒ
カ
リ
は

大
豊
作
に
な
り
ま
し
た
。



お隙倉わせは中里村役場（63）3111㈹へどうぞ

範1大島離長男｝倉俣

雛1岡村響長男｝山崎

舗｛熱田募の害長男｝如来寺

鑛1滝沢亜舘美長男｝重地

矧五＋川筈合衰二男｝小出

郎
子
士
美
彦
子

一
美
英
由
武
里
敏
裕

野
　
山
津
鳥
口

高
原
丸
根
羽
樋

｛
　

｛
　

｛

倉　俣
津南町
田　中

津南町
本屋敷
十日町市

寺
沢
崎
沢

来
　
　
田

如
田
山
東

　
　

　
　

　
　

　

久
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O
乙
　
9
　
8

ワ
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「
D
　
久
U

（
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（

一
一
英
ス

寅
芳
嘉
ヤ

桐
山
口
山

片
村
樋
村
※掲載を希望しない方は届け出の際に

申し出てください。

＿…　　ついる上　ま健認楽村い行月
リ年申対て活くを心す康定しのまいの昨

と
体
を
鍛
え
ス
キ
ー
技
術
の
向

図
る
と
と
も
に
雪
国
の
中
で
明

、
た
く
ま
し
く
、
雪
に
負
け
な

力
あ
る
村
づ
く
り
の
仲
間
に
な

み
ま
せ
ん
か
！

　
　
象
小
学
校
二
年
生
以
上

込
〆
切
n
月
2
5
日

会
費
・
八
、
○
○
○
円

フ
ト
代
は
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
）

　
　
ク

　
昨
シ
ー
．

月
の
毎
週

行
い
、
ま

い
ま
つ
滑

村
の
行
事

楽
し
み
ま

認
定
指
導

健
康
な
ス
、

：
、
　
一
　
　
〇

鉾1謎奮鯵皇3

ディオコンサートを

聴きに来て下さい！！

コールなかさと、中里ヨンサ7ド協会主催縫よる「第

5圃ディ誹コンサー欝鰯iが次健より開催されます。混声

奮唱の歌声播ヲルート、ギター、琴、尺八などの番色を

聴きに来てください。お籍ちしております。
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●入場料大太300円

　　　中学生以下無料 羅殴

・
申
込
お
問
合
せ
は

大
島
正
平
（
芋
川
新
田
）
盈
6
3
－
3
2
2
1

吉
楽
　
浩
（
上
山
）
盈
6
3
－
2
8
7
6

江
□
長
作
（
上
山
）
盈
6
3
－
3
2
8
1

上
原
　
章
（
上
山
）
盈
6
3
－
3
2
駐
8

◎乳晃健診

11月14日

保健惣ンター　13：0の一欝：3◎受付

螺聾1蝦羅雛難
◎2歳兇健診（歯科）

11月路日

礫健センター墨3：膿畷3：30受付

対象綴4．8。塗縮懸4。獄．30生）

◎ツベサク鵬鍵検賓及び田CG
ツベウクリン検査　11月総圏

判定及びRce　　11月弼田
保健センター　14…O膨戴5：◎◎受付

◎妊婦健診・母親学級

難月弼日　髭械病院産婦戴科
葵垂婦健診　　13：の◎（》1＄二3◎受付

母親掌級　安産体擦と瓢驚の葉嚢

中小企業の設備近代化をバックアップ
　　　◆設備貸与制度、設備近代化資金貸付制度◆
新潟県と財団法人新潟県中小企業振興公社では、「設備貸与制度」及び「設

備近代化資金貸付制度」等の制度融資により、中小企業者等の設備近代化
を支援しております。

・設備貸与制度
中小企業の皆さんが導入を希望する設備を公社が代わって購入し、長期
かつ低利に割賦販売又はリースする制度です。

割賦販売方式 》一ス方式
利罵限度額 100万円～6，000万円 100～6，000万円

貸与期間 4年半～7年 3年～7年
割購損料率
（利患相幾） 年利3．75％～4．25％ 月額リース料率

1．461％～3．064％

・設備近代化資金貸付制度
中小企業の皆さんが設備を導入する際、その購入代金の50％以内を県で
無利子で融資する制度です。

利網限度額　　100万円～4，000万円

償還期間　　1年据え置き4年
◆問い合わせ先

財団法人新潟県中小企業振興公社　設備貸与課及び設備資金課

〒950新潟市新光町15番地2　新潟県公社総合ビル7階
　　TEL（025）285－0025　FAX（025）285－0029
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太・島貴子さん
集落芋沢

青春してます
　11月10目～11月26日

カレンタ“一
昭和49年8月20日生まれ　20歳

10休）

11働
心配ごと相談（山田虎一）合デイサービス
センター　（D13：00～16：00

12（土）

13（日） 中里バレーボール大会　合村民体育館

（D8：30～

14（月） 乳児健診　合保健センター
∈）13：00～13：30受付

15㈹

2歳児健診（歯科）　合保健センター

013：00～13：30受付

成人講座　合総合センター
019：30～21：30

16㈱

ツベリクりン検査　合保健センター

（D14：00～15：00受付

パソコン教室　合中里中学校
019：30～21：30

17休） みのり学園　倉総合センター　（Dg：40～

18働

ツベりクリン判定及びB　C　G　合保健セン

ター　014：00～15：00受付

妊婦健診・母親学級　合上村病院産婦人科

（D13：00～13：30受付

心配ごと相談（村山篤稔）倉デイサービス
センター　（D13：00～16：00

19（土）

20（日） 中里ユニホッケー大会　合村民体育館

08：30～

21（月）

22㈹

23ωO勤労感謝の日

24（木） パソコン教室　合中里中学校

（D19：30～21：30

25樹

心配ごと相談（山本ケン）　合デイサービス

センター　（D13：00～16：00

行政相談　合老人福祉センター

013：00～16：00

26仕）

、※嚢翼誘蕎蝪幾懸籔鰻諜叢。御罵彌際轍確認癒

　　　　　　　灘縁鰹騨縫まi蜜σ

星座獅子座
血液型A型
身長158cm
貴子さんは、現在自営の太島工

業で事務をとっている傍ら午後か

らは、十日町でコンピューターを

学んでいる彼女です。

　ドライブの好きな貴子さんは、

休みの日は、友達と一緒にあちら

こちらと出かけているとのこと。

そして、カラオケが大好き彼女

は、「友達を誘ってカラオケボック

スに結構足を運んでいるので機会

があったら誰か一緒に行きましょ

う。」と話してくれました。

⑳大熊内科医院響冨附

㊧津南病院囎南習
㊧長山医院蟹南智
㊧中条医院響冨制8
⑳庭野医院響冨謝
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10月末現在
（）は前月比

　　　　　（昭和60年7月25日制定）

1、自然を愛し美しい村をつくります。

1、健康で働き明るい村をつくります。

1、愛情を豊かにし心あたたかい村をつくります。

1、教養を深め文化のかおり高い村をつくります。

1、創意をこらし活力ある村をつくります。
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21件

0人

26人

718日

嚢人ロ男3，354人（＋7）女3，369人（＋8）計6，723人（＋15）鱒世帯数1，641（一1）
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